
⽇本⼿術看護学会九州地区

2025 年度
担当 宮崎

テーマ

⽬ 的

⽬ 標

⽇ 時 2025 年 12 ⽉ 6 ⽇ ⼟曜⽇
時間 13:00 〜 16:00

場 所

研修題名

参加⼈数 学会員 21 ⼈ ⾮学会員 84 ⼈

研修結果 回答数 80 ⼈ 回答率 76.2%

講演Ⅰ：⼿術室での⼤量出⾎時の対応について理解し、実践に活かすことができる
講演Ⅱ：周術期における静脈⾎栓塞栓症予防について理解し、根拠に基づいた看護
    を実践できる
＜講演Ⅰ＞
・出⾎時の⽣理学的な理解と観察ポイントについて理解できる
・致死的三徴とその具体的な対処⽅法について理解できる
・出⾎時の救命戦略とその時の看護師の⾏動ポイントについて理解できる
＜講演Ⅱ＞
・深部静脈⾎栓症（DVT）を原因とする肺⾎栓塞栓症（PTE）は致死率の⾼い周⼿
 術期合併症である事が理解できる
・DVTの発⽣機序と原因を知る事で、リスクを予測することができる
・DVT予防における看護を理解できる

研修詳細

⽇本⼿術看護学会九州地区 分会研修

講演Ⅰ：⼿術室での⼤量出⾎時の対応
講演Ⅱ：周術期における静脈⾎栓塞栓症予防について

アステム 宮崎⽀店
「⼿術室での⼤量出⾎時の対応」、「周術期における静脈⾎栓塞栓症予防
について」

回答, 80

未回答, 25

回答 未回答



研修結果 １．看護師経験年数 n= 80

２．⼿術室経験年数 n= 80

３．研修参加の動機 n= 88

①1〜3年⽬, 

17

②4〜6年⽬, 

9

③7〜9年⽬, 

8

④10年⽬以上, 

46 

①1〜3年⽬ ②4〜6年⽬ ③7〜9年⽬ ④10年⽬以上

①1〜3年⽬, 

33

②4〜6

年⽬, 10

③7〜9年⽬, 

17

④10年⽬以
上, 20

①1〜3年⽬ ②4〜6年⽬ ③7〜9年⽬ ④10年⽬以上

①興味があった, 

67

②上司の勧め, 

12

④その他, 

9

①興味があった ②上司の勧め ③同僚の勧め ④その他



研修結果 ４．研修時間について n= 80

５．講義に対する満⾜度 n= 80

６．今回の研修は今後の看護実践活動に活⽤できる n= 80

①⻑い, 4

②やや⻑い, 

23

③良い, 53

①⻑い ②やや⻑い ③良い ④やや短い ⑤短い

①⼤変満⾜, 

46

②やや満⾜, 

33

③どちらでもない,

1

①⼤変満⾜ ②やや満⾜ ③どちらでもない
④やや不満 ⑤⼤変不満

①おおいにで
きる, 66

②まあまあできる, 

14

①おおいにできる ②まあまあできる ③どちらでもない
④ややできない ⑤まったくできない



研修結果 ７．今後、希望する研修テーマ n= 24

８．研修に関する意⾒（フリー記載）
・モニターの値や検査データのみならず、直接患者に触れた感覚や違和感を⼤事にし
たい
・ガイドラインの改訂内容の把握まではできていなかったため、知識の更新に繋がっ
た
・⼆講義とも分かりやすく⾯⽩かった。⽇常看護において活⽤できる内容が多かっ
た。⾃分のこれからの実践につなげていきたい
・普段、医師に質問できない内容が講義の中に多くあり、⾯⽩かった
・興味のあるテーマで、⼤変勉強になった
・「⼿術室での⼤量出⾎時の対応」の講義の資料配布がなかったため、メモが追いつ
かなかった。資料は配布していただけると助かる

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

①
感
染
管
理

②
医
療
安
全

③
術
中
体
温
管
理

④
体
位
管
理

⑤
⿇
酔
管
理

⑥
急
変
時
対
応

⑦
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応

⑧
患
者
サ
ー
ビ
ス

⑨
災
害
対
応

⑩
褥
瘡
予
防

⑪
術
前
・
術
後
訪
問

⑫
外
回
り
看
護
に
必
…

⑬
⼈
材
育
成

⑭
看
護
記
録


